
 私は本議会に上程されました平成２６年度 十日町市一般会計予算歳入

歳出並びに7つの特別会計予算 及び 水道事業会計予算について、賛成の

立場から意見を述べさせていただきます。 

 本年1月に国が発表した経済見通しでは『雇用・所得環境が改善してい

く下で、景気回復の動きが確かなものとなることが見込まれる。こうした

中で、消費者物価は５年ぶりに0.7％程度の上昇に転じると見込まれる』

とありますが、残念ながら地方においては、まだまだ回復の兆しが不透明

というのが実感であり、このような中で市の予算組立てには大変な苦労と

研究が必要であっただろうと思います。 

 「選ばれて住み継がれる十日町市の創造」の実現に向けて、市長、副市

長、教育長をはじめ、市職員の理解のもと、我々議員も同調した給与減額

や職員数の削減を実施するなど、自身の身を削りながらの予算確保の努力

は、市民から一定の理解と賛同が得られるものと考えます。 

 そうした努力の中、『選択と集中』を基本とした予算編成が行われ、一

般会計の予算規模は332億3,200万円、3月補正を加算すると357億0,324万

円、前年対比1.3％増の予算が組まれ、さらなる行財政改革と知恵を生み

出す市役所改革の推進により効率化・合理化を目指し、各種経費を抑制す

る予算とする一方、限られた財源を各種施策に対し重点配分し、出来る限

り一般財源を使わない、工夫を凝らした予算となっています。 

 

 



 ４つの＜まちづくり重点方針＞の中の「人に優しいまちづくり」では、

急増する 0 歳児・1 歳児の受け入れを行えるよう環境を整備する事業や県

内トップレベルの子ども医療費の助成などで子育て世代への支援を拡充。

高齢者に対しては特養施設の増床や生活支援サービスをスタートさせ支

援を充実、また、障がい者へは授産施設の仕事量増加を図るとしています。

「活気ある元気なまちづくり」では、海外からのお客様にも目を向けた事

業や、定住人口の減少に歯止めをかけようとする事業、備蓄米への取り組

みや集団転作組織などへの支援で農業の経営安定にむけ努力。また（仮称）

市民文化ホールの建設を推し進め、文化的な街づくりをも目指しています。

「安全・安心なまちづくり」では県内初の 24 時間電話健康相談を開設。

防災・救急体制の整備強化とあわせ、市民の安心と安全の充実に向け努力

されています。また消雪パイプや市道等さまざまな社会基盤を整備計画と

するなど、地域経済の活性化のためにも寄与されていて、総じて前向きで

市民に優しい予算編成は大きく評価できるものと考えます。 

 TPP、消費税増税など国の政策が大きな転換点を迎えようとするなか、

不安を大きく抱える地場産業への支援をより効率的・積極的に行うことが

重要と考え、この予算執行に期待をするところでもあります。 

 最後になりますが当市の抱える重要課題、十日町・松代病院の問題、清

津川・信濃川の水問題、地域高規格道路の早期構築など、市民の関心が高

い問題に対し積極的に行動していただくことを期待し、平成 26 年度一般

会計並びに特別会計及び水道事業会計予算の賛成の討論といたします。 


